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島
根
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中
央
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取
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組
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コ
ロ
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か
う
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「詳しく知りたい下肢静脈瘤」 おすすめ！病院食 ひなまつりメニュー

「こどものおくすりのお話」
知って得する健康ミニ知識

地域連携だよりスタッフきらり／
腎臓科医長  佐藤　陽隆
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　「
感
染
症
外
来
」
は
、一
般
外
来
と
入
り
口
が
別
に

あ
る
た
め
一
般
の
患
者
さ
ん
と
接
触
し
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
４
月
に
は
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
に
よ
る
検
体
採
取
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、一
般
外
来
や
救
急
外
来
で
の
感
染
対

策
も
強
化
し
て
い
ま
す
。

　感染症外来の車寄せを活用し、医師１人
と看護師２人で対応します。まず、医師が
電話で症状などを問診した後、車寄せに停

めた患者さんの車の窓越しにＰＣＲ検査の
検体を採取。医療従事者や他の患者さんと
の接触を極力少なくします。

新
型
コ
ロ
ナ
に

立
ち
向
か
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
に

立
ち
向
か
う
。

島
根
県
立
中
央
病
院
の
取
り
組
み

島
根
県
立
中
央
病
院
の
取
り
組
み

　
院
内
感
染
防
止
と
医
療
事
故
防
止
の
た
め
の
対
策
を

行
い
、
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
専
門

組
織
と
し
て「
医
療
安
全
推
進
室
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
対
応
も
、

情
報
収
集
を
は
じ
め
、
患
者
さ
ん
受
け
入
れ
に
向
け
て

の
保
健
所
と
の
調
整
や
、
外
来
や
病
棟
で
の
現
場
対
応

も
こ
こ
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
職
員
に
、
基
本
的
な
感
染
対
策
で
あ
る
マ
ス
ク
着

用
と
手
指
消
毒
の
徹
底
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
３
密

を
避
け
る
た
め
に
休
憩
の
場
所
や
時
間
を
分
散
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
0
9
年
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
を
踏
ま
え
て
、
職
員
が
勤
務
す

る
に
あ
た
り
、
健
康
状
態
を
毎
日
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
す

る
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
お
り
、
職
員
の
健
康
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
患
者
さ
ん
に
マ
ス
ク
着
用

の
依
頼
や
援
助
を
し
た
り
、
マ
ス
ク
を
着
用
で
き
な
い
患

者
さ
ん
に
接
す
る
時
に
は
、
ゴ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
を
着
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
防
護
具
の
着
用
を
強
化

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
規
入
院
患
者
さ
ん
の
う
ち
37
・
５
度
以
上
の

発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が
あ
る
人
に
は
抗
原
検
査
を
、
全
身

麻
酔
で
手
術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
は
術
前
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
６
日
に
当
院
の
看
護
師
と
入
院
患
者
さ
ん
計

２
名
の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
日
の

う
ち
に
院
内
に
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
該
当
病
棟
の
新

規
入
院
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
停
止
す
る
と
と
も
に
、

該
当
病
棟
の
入
院
患
者
さ
ん
と
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
皆
様
や
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
、
自
主
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
を
拡

大
。
15
日
に
は
全
入
院
患
者
さ
ん
と
全
職
員
、
委
託
業
者

の
計
２
０
０
４
人
の
陰
性
を
確
認
し
、12
月
21
日
に
は「
終

息
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D
ー
19
）。
島
根
県
立
中
央
病
院
で

は
「
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
し
て
感
染
者
の
入
院
、治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
は
、

当
院
の
看
護
師
と
入
院
患
者
さ
ん
各
１
名
の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
策
の
徹
底
に
よ
り
院

内
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
内
で
の
コ
ロ
ナ
流
行
か
ら
１
年
。
感
染
防
止
対
策
や
受

け
入
れ
体
制
な
ど
当
院
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

換気をよくして３密を避けよう！換気をよくして３密を避けよう！ いつでもマスク　手洗い・消毒忘れずに！いつでもマスク　手洗い・消毒忘れずに！

　新型コロナウイルス感染が疑われる患者さん
だけでなく、一般の患者さんへの感染対策も強
化しました。発熱や呼吸器症状を訴える患者さ
んと一定の距離を確保するため、直接来院した
発熱患者さんに備え、正面玄関入り口に「トリ
アージ・ブース」を設けています。看護師が来
院者の健康状態をチェックするとともに、外来
待合室の椅子は間隔を空け、向き合わないよう
に配置を改めました。

　当院の高度救命救急センターでは、これまで発熱などの
症状のある方と、そうでない方が、お互い接触しないよう
に対応することが課題でした。このたび、新型コロナウイ
ルス感染症拡大を契機に、この課題を解消し感染対策を強
化するため、発熱患者用診察室を設置し2020年12月25日よ
り運用を開始しました。
　これにより、感染症を疑う患者さんとその他の患者さん
を確実に分けることができるようになり、より徹底した感
染対策が可能となりました。新型コロナウイルス感染症拡
大が終息した後
も感染症すべて
がなくなること
はなく、常にそ
の対策は重要で
あり、引き続き
安心して受診で
きる環境整備に
努めていきます。

感
染
管
理
の
専
門
組
織

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底

　
2
0
2
0
年
１
月
末
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
会
議
を
立
ち
上
げ
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
院

内
の
重
要
な
方
針
は
こ
こ
で
決
定
し
て
い
ま
す
。
２
月

に
は
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
を
開
設
し
、
疑
い
患
者
さ

ん
の
検
査
対
応
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
か
ら
は
、
国
の

方
針
で
診
療
体
制
が
変
更
に
な
り
、
診
療
・
検
査
医
療

機
関
の
指
定
を
受
け
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
さ
ん
の
対

応
を
担
っ
て
い
ま
す
。

国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
を

踏
ま
え
て

２
人
感
染
も
迅
速
対
応
で
「
終
息
」

更
な
る
対
応
の
見
直
し

ドライブスルー方式による検体採取

安心して受診していただくために安心して受診していただくために

当院の取り組み①  〈外来の対応〉当院の取り組み①  〈外来の対応〉

「5つの場面」に気をつけよう「5つの場面」に気をつけよう

飲食を伴う飲食を伴う
懇親会懇親会1 大人数や長時間の大人数や長時間の

飲食飲食2 マスクなしでのマスクなしでの
会話会話3 狭い空間での狭い空間での

共同生活共同生活4 居場所の居場所の
切り替わり切り替わり5

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
診
療
の
流
れ

医師は患者さんと直接接触
する前に電話問診を実施01 対象者は車のまま感染症

外来の車寄せに入場02 ドライブスルー方式での
検体採取03

看護師による体温チェック看護師による体温チェック

新設された発熱患者用診察室

感染症外来1

一般外来2 救急外来3
感染症外来入口感染症外来入口

2島根県立中央病院広報誌 島根県立中央病院広報誌March 2021 / Vol. 9 March 2021 / Vol. 9えにし えにし3



当院の取り組み② 〈受け入れ病棟の対応〉当院の取り組み② 〈受け入れ病棟の対応〉
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当
院
は
、
国
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

昨
年
１
月
以
降
、
い
ち
早
く
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
を
開
設
し
ま
し
た
。
島
根
県
内
で
初

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
４
月
10
日
の
翌
日

に
は
感
染
症
外
来
で
診
療
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
に
際
し
、
当
院
で

は
特
に
院
内
感
染
の
防
止
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。

　
全
職
員
に
①
院
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
②
手

指
消
毒
の
「
標
準
予
防
策
」
の
徹
底
を
指
示

す
る
と
と
も
に
、
２
０
０
９
年
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
を
受
け
、
13
年
に
稼
働
し

た
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。
こ
れ
は
、

職
員
が
電
子
カ
ル
テ
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
際
、

体
調
な
ど
を
入
力
す
る
も
の
で
、
医
療
安
全

推
進
室
が
、
常
に
職
員
の
健
康
状
態
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
医
療
従
事
者
を
守
る
個
人
防
護
具
の
脱
着

は
、
細
か
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
研
修
を
計
15
回
開
き
、
約

2
0
0
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
最
も
接
す
る
機
会
の
多
い
看
護
師
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
専

属
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
勤
務
シ
フ
ト
に
１
名
以
上
の
コ
ロ
ナ
対

応
チ
ー
ム
の
看
護
師
を
組
み
込
み
対
応
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
さ
ん
を
担
当
す
る
期
間
は
、
他
の
患
者

さ
ん
の
看
護
ケ
ア
は
行
わ
な
い
よ
う
取
り
決
め
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
る
状
況
で
、
さ
ら
に
次
の
患
者
さ
ん
が
発

生
し
た
場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
随
時
勤
務
シ
フ
ト
を
組
み
直
し
て

い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
を
隔
離
エ
リ
ア
か
ら
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
に
、
立
ち
入
り
を
厳
格
に
す
る

「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
病
原
体
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
区
域
（
汚
染
区
域
）
と
汚

染
さ
れ
て
い
な
い
区
域
（
清
潔
区
域
）
を
区
分
け
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
安
全
に
医

療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
さ
ん
が
入
院
の
た
め
病
棟
へ
向
か

う
場
合
や
、
入
院
後
に
検
査
の
た
め
病
室
か
ら
出
る
場
合
は
、
陰
圧
装
置
付

き
の
車
い
す
を
使
用

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
経
路
を
打
ち
合
わ

せ
し
、
一
般
の
患
者

さ
ん
や
面
会
の
方
と

接
触
し
な
い
よ
う
、

誘
導
者
・
補
助
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
ま
す
。

レッドゾーン（汚染区域）
感染者の病室
ウイルスが存在するエリア。必ず個人防護具を着用
して入る。

イエローゾーン（準清潔区域）
個人防護具を着脱する場所
ウイルスが存在する可能性がゼロではないため極力
立ち入らない、周囲環境に触れない。

グリーンゾーン（清潔区域）
感染者のいない区域
ウイルスを持ち込まない場所。
個人防護具は不要。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
が
決
ま
る
と
、
他

の
患
者
さ
ん
の
診
療
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
入
院
時
間
を
調
整
す
る
ほ
か
、

病
棟
ま
で
の
搬
送
ル
ー
ト
を
確
認
し
ま
す
。

　
ま
た
、
病
棟
内
の
受
け
入
れ
手
順
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
夜
間
や
休
日
の

緊
急
対
応
に
備
え
て
い
ま
す
。

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
内
に
は
シ
ャ
ワ
ー
室
と
ト

イ
レ
が
な
か
っ
た
た
め
、
シ
ャ
ワ
ー
室
と
ト

イ
レ
を
新
設
。

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
通
路
に

面
し
た
部
分
を
透
明
フ
ィ
ル
ム
で

覆
い
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
。

レッドゾーンとグリーンゾーンとの境に
簡易陰圧装置（空気感染隔離ユニット）
を設置し、イエローゾーンとする。

サージカルマスク　　
ゴーグルまたはフェイスシールド　　
ガウン
手袋　
キャップ

スタッフの調整1入院経路2

ゾーニング3

サージカルマスク

キャップ

ガウン

手袋

ゴーグルまたは
フェイスシールド

陰圧装置付き車椅子陰圧装置付き車椅子

陰圧装置とは…
病原体などが外に漏れないよ
う、気圧を低くする装置

鼻水や咳、発熱、頭痛、軽い喉の痛み、
筋肉痛や体のだるさ（倦怠感）など、
風邪のような症状が生じます。また、
少し動いただけで息が切れる、呼吸
がしにくい、息苦しいといった症状や、

“においが分からない”“味が分から
ない”など、嗅覚・味覚障害が起き
る人もいます。

「ケンチュー」がみんな
に代わって、病院や医療
についての疑問を聞い
ちゃうよ！

コロナはどんな症状？Q1

A

PCR検査や抗原検査等がありま
す。検体採取には、鼻の奥に綿棒
を入れる方法と唾液・痰を出す方
法があります。

どんな検査をするの？Q3

A

PCR検 査 は ポリメラー ゼ 連 鎖 反 応
（Polymerase Chain Reaction; 
核酸増幅法） といいます。採取した細胞
の中に新型コロナウイルスだけが持つ遺
伝子が存在しているかどうか、試薬で増
幅させて調べます。その遺伝子が検出
されたらその人はウイルス陽性患者とな
ります。

PCR検査とは？Q4

A

まずはかかりつけ医へ電話で相談し
てください。
院内での感染拡大防止のため、受診
が可能かどうか必ず電話で確認して
から、医療機関を受診してください。
感染の不安がある方、感染者と接触
した方、受診すべきか迷う場合には、
しまね新型コロナウイルス感染症「健
康相談コールセンター｣ へ電話でご
相談ください。

どこに問い合わせれば
いいの？Q2

Q&A
ぎもんかいけつ

が聞くよが聞くよ

A
ケンチューケンチュー

？

!?

！

“ケンチュー”“ケンチュー”

いまさら聞けない!?いまさら聞けない!?

な
る
ほ
ど
～

な
る
ほ
ど
～

コロナについてコロナについて

症状のある人は指定医療機関へ入院となり
ます。入院病床が限られているため、県内
の発生状況によっては、無症状や軽症の方
には、宿泊療養施設で療養していただくこと
もあります。

陽性だったらどうなるの？

A

島根県の健康相談
コールセンター▶

Q5

K

K

K
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正常な静脈弁 壊れた静脈弁
（弁不全）

画
像
提
供
：
コ
ヴ
ィ
デ
ィ
エ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

①長時間の立ち仕事を避け、
つま先上げやかかと上げ
などでふくらはぎの筋肉
を使って静脈の流れを良
くする

③就寝時は足を心臓より高く
して休む

②仕事や外出時に弾性
ストッキングを着用
する

④皮膚炎悪化予防の
ため、足の清潔や
保護に努める

静脈瘤を悪化させないために

り
ゅ
う

か

し

じ
ょ
う
み
ゃ
く

か
い
よ
う

　
下
肢
静
脈
瘤
と
い
う
病
気
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
40
才
以
上
の
女
性
に
多
く
、
出
産
経
験
の
あ
る
女
性
の

２
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
ほ
ど
、

実
は
と
て
も
身
近
な
病
気
な
の
で
す
。

　
こ
こ
で
は
下
肢
静
脈
瘤
の
原
因
や
治
療
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
足
の
静
脈
が
、
太
く
曲
が
り
く
ね
っ
て
浮
き
出
て
い
る
も
の

を
下
肢
静
脈
瘤
と
い
い
ま
す
。
静
脈
瘤
の
治
療
は
、
約

2
0
0
0
年
前
の
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
書
物
に
す
で
に
記
載
が

あ
り
ま
す
。
静
脈
瘤
の
原
因
は
、
表
在
静
脈
（
伏
在
静
脈
）
の

弁
逆
流
に
よ
り
、
足
の
下
の
方
に
血
液
が
溜
ま
る
た
め
に
起
こ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主

な
症
状
は
、
む
く
み
、
だ

る
さ
、
痛
み
、
足
の
つ
り

（
こ
む
ら
返
り
）
な
ど
で
、

湿
疹
や
色
素
沈
着
な
ど
の

皮
膚
炎
か
ら
潰
瘍
を
き
た

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一

般
に
朝
に
比
べ
て
、
夕
方

以
降
に
症
状
が
悪
く
な
り

ま
す
。

下
肢
静
脈
瘤

詳
し
く
知
り
た
い

山
内

　正
信

医
療
局
次
長
（
心
臓
血
管
外
科
）

　
静
脈
瘤
の
で
き
や
す
い
人
は
、
女
性
、
妊
娠
・
分
娩
歴
の
あ

る
方
、
長
時
間
の
立
ち
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
方
、
血
縁
者
に

静
脈
瘤
の
あ
る
方
で
す
。

　
静
脈
瘤
は
、
太
さ
に
よ
っ
て
①
伏
在
静
脈
瘤
、②
側
枝
静
脈

瘤
、③
網
目
状
静
脈
瘤
、④
ク
モ
の
巣
状
静
脈
瘤
の
4
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

　
年
齢
ご
と
の
頻
度
は
、
30
才
〜
50
才
で
約
5
割
、
50
才
〜

70
才
で
約
6
割
、
70
才
以
上
の
約
7
割
に
見
ら
れ
、
患
者
数
は

1
0
0
0
万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
静
脈
瘤
は
、
自
然
に
治
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

進
行
は
非
常
に
ゆ
っ
く
り
な
の
で
、
症
状
が
な
け
れ
ば
、
放
っ

て
お
い
て
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
静
脈
瘤
治
療
の
基
本
の
弾
性

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
、
足
首
の
部
分
の
圧
力
が
一
番
強
く
、
上
に

行
く
に
従
っ
て
圧
が
弱
く
な
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、

静
脈
血
や
リ
ン
パ
液
が
心
臓
へ
還
り
や
す
く
な
り
、
履
く
こ
と

で
「
足
が
軽
く
な
っ
た
」
感
じ
が
し
ま
す
。

知っておきたい！
医療のはなし

いろいろいろいろ
いりょういりょう

①伏在静脈瘤 ②側枝静脈瘤

弾性ストッキングの種類

③網目状静脈瘤 ④クモの巣状静脈瘤

　
手
術
療
法
と
し
て
は
、
硬
化
療
法
（
網
目
状
や
ク
モ
の
巣

状
静
脈
瘤
に
硬
化
剤
を
注
射
し
て
固
め
る
治
療
）、
ス
ト
リ
ッ

ピ
ン
グ
手
術
（
伏
在
静
脈
を
切
除
す
る
手
術
）、
血
管
内
治
療

（
レ
ー
ザ
ー
や
高
周
波
に
よ
る
血
管
内
焼
灼
術
）
が
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
、
高
周
波
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
、
伏
在
静
脈
を

血
管
の
内
側
か
ら
焼
い
て
、
閉
塞
さ
せ
る
治
療
を
1
泊
2
日

で
行
っ
て
い
ま
す
。
術
後
の
痛
み
は
、ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
は
専
門
医
が
月
・
水
・
金
曜
日
に
診
察
し
て
い
ま

す
の
で
、
心
配
な
場
合
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

画像提供：コヴィディエンジャパン株式会社

ひ
ょ
う
ざ
い

ふ
く
ざ
い

薬の袋にスポイト
で水を入れ

そのままスポイト
で吸って

飲ませてもいいで
すよ！

すこやか
暮らし塾

お子さんにおくすりを飲ませる際に困ったこと
や悩んだ経験はありませんか？こんなときどう
したらいいの？などの疑問にお答えします！

①おくすりをお皿の上
に広げ、ごく少量（ス
ポイト1滴程度）のお
水をその上に垂らし
ます。

②スプーンなどで練り、
団子状に。おくすり
団子の完成！

③頬の内側に入れ
ます。

④そのまま母乳やお水
で流し込みます。

少量のお水でおくすりを
溶いて、スポイトで少し
ずつ飲ませます。

発熱時のおくすりってどれぐらい時間が経てば使っ
ていい？
だいたい4～6時間以上空けて使うことを推奨して
います。

スポイトを使う方法

できるだけ排便後に入
れましょう。

ハサミで坐薬をカット

坐薬の使い方

１/2の
場合

１/3の
場合

Q&A

好きなジュース・アイスクリームに混ぜる方法などが
あります！
他にも…
●ゼリー　●シュークリーム　●ヨーグルト
●ヤクルト　●ジャム　●練乳　●牛乳
●海苔佃煮　●お味噌汁　

ココアやチョコアイスが優秀！
カカオが苦味をカバーします。
スプーンでアイスを一口すくいおくす
りを混ぜて食べさせる。次は、お口直
しにアイスのみを一口あげる。こうす
るとさらに苦い味が残りにくくていい
ですよ！

●おくすりが飲めたら褒める！！
●このおくすりが治療に必要なこと、身体が楽になる
ことを伝える　（自分のためだと伝える）

幼児の場合

苦いおくすりには

少し大きくなれば

これはダメ

※おくすりによっては飲み合わせの悪い食べ物もあるため
薬剤師にご相談ください。

※混ぜて嫌がる場合はやめましょう。偏食
につながることがあります。

「甘い」（うそをつく）
「飲まないと注射する」（おどす）
「飲んだらおもちゃをあげる」（交換条件）
…大人への不信感につながるため気を付けましょう。

団子にする方法

Q

Q

Q

A

A

A

発熱時のおくすりって何度以上のときに使えばい
い？
38度以上の時に使用するように推奨されることが多
いです。熱をむやみに下げると病気を悪化させるこ
ともあるので注意が必要です。高熱でぐったりして
いる、食事も取れない、または高熱で寝付きが悪い
というときにお使いいただくことを推奨しています。

症状がなくなったら途中でおくすりをやめてもいい？
おくすりによっては症状がなくても指示通り飲み続
けなければいけないおくすりがあります。
例えば・・・
◎抗生物質　◎喘息のおくすり　◎ステロイド　
など。医師の指示通りしっかり飲み続けましょう。

乳児の
場合

乳児の
場合

こどもの
おくすりのお話
こどもの
おくすりのお話

水の量が多
いと

団子になり
ません!!注

包装のまま切りましょう！注

※発熱時のおくすり：解熱剤

ほお

薬剤管理科薬剤管理科 小笹  祐香小笹  祐香
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　看
護
師
の
補
助
業
務
や
患
者
さ
ん
の
お
世
話
、
シ
ー
ツ
交

換
な
ど
を
行
う
看
護
助
手
。
勤
続
10
年
目
の
藤
井
看
護
助
手

は
、
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
看
護
師
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
患
者
さ
ん
に
は
気
持
ち
を
和
ま
せ
る
よ
う
に
接
し
て
、

病
棟
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
て
い
ま
す
。

　看
護
師
だ
っ
た
母
の
背
中
を
見
て
育
ち
、
就
職
の
際
は
介

護
と
看
護
の
ど
ち
ら
の
道
を
選
択
す
る
の
か
で
悩
み
ま
し
た

が
、
一
日
で
も
早
く
患
者
さ
ん
た
ち
と
接
し
た
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
資
格
取
得
の
必
要
が
な
い
看
護
助
手
と
な
り
ま
し
た
。

　不
安
な
気
持
ち
を
持
つ
患
者
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
、
ま

た
自
分
か
ら
世
間
話
を
し
て
患
者
さ
ん
の
心
を
和
ま
せ
る
な

ど
親
身
に
な
っ
て
接
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
の
補
助
業
務
で

は
、
看
護
師
が
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
が
行
え
る
よ
う
、
周
囲
の

状
況
に
目
を
配
り
業
務
の
調
整
を
行
う
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。　夜

勤
業
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
出
や
遅
出
業
務
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
休
日
に
は
友
人
と
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
て

温
泉
や
食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

飲み込む時に必要なのどの筋肉に力が入り、
誤嚥予防のトレーニングになります

額に手を当てて
抵抗を加え、お
へそをのぞきこ
むように強く下
を向きます

5 秒間保つことを
5 回繰り返します

※当院ホームページでお口の体操を動画配信
　しています。ぜひご覧ください。

のどの運動 「おでこ体操」
やってみよう！お口の体

操

知って得する

ミニ知識

（
2
0
2
0
年
10
月
15
日
開
催
）

ダイジェスト版

心
臓
血
管
外
科
医
　山
内
　正
信

講
師

言
語
聴
覚
士
　永
瀬
　祐
太

講
師

看
護
師
　立
原 

　怜

講
師

息
切
れ
、動
悸
、そ
れ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　「
年
の
せ
い
？
」

食
べ
る
仕
組
み
と
は
？

　
人
間
は
口
や
頬
、
舌
、
の
ど
、
首
な
ど
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
筋
肉
を
動
か
し
て
食
べ
物
を
食
べ

て
い
ま
す
。
食
べ
物
を
１
口
食
べ
る
だ
け
で
、

１
度
に
２
０
０
以
上
の
筋
肉
が
働
い
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

嚥
下
障
害
と
加
齢
の
影
響

　
筋
肉
は
何
も
し
な
け
れ
ば
年
齢
と
と
も
に
必

ず
衰
え
ま
す
。
口
や
の
ど
な
ど
の
筋
肉
が
衰
え

る
と
「
食
べ
る
力
」
や
「
飲
み
込
む
力
」
が
衰

え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
嚥
下
障
害
」
と
い

い
ま
す
。

　
こ
の
嚥
下
障
害
が
起
こ
る
と
、
食
道
を
通
る

べ
き
食
べ
物
や
唾
液
な
ど
が
気
管
に
誤
っ
て
入

り
込
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
誤
嚥
」

と
い
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
い
く
と
、
咀
嚼

能
力
が
低
下
す
る
、
む
せ
や
す
く
な
る
、
の
ど

仏
の
位
置
が
下
が
る
、
口
が
渇
く
と
い
っ
た
症

状
が
出
て
き
ま
す
。
加
齢
に
よ
る
こ
れ
ら
の
嚥

下
障
害
は
、
全
身
が
衰
え
る
の
と
並
行
し
て
、

ま
た
日
常
的
に
少
し
ず
つ
出
現
し
て
き
ま
す
。

（
2
0
2
0
年
11
月
25
日
開
催
）

（
開
催
中
止
）

健康健康

心臓弁膜症について
説明する山内医師と
参加者の皆さん

心臓弁膜症について
説明する山内医師と
参加者の皆さん

当院では、患者さんやご家族、地域の皆様に、健康や病気についてのちょっとしたお役立ち情報や、ぜ
ひ知っておいてほしいことなどをお伝えする『知って得する　健康ミニ知識』を毎月開催しています。
ここでは、過去に開催した中からお役立ち情報をピックアップしてお届けします。

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

　
　
　
　
　
　  

〜
人
生
会
議
〜

心
臓
弁
膜
症
と
は
？

　「
息
切
れ
」「
動
悸
」「
疲
れ
や
す
さ
」
な
ど
は

心
臓
弁
膜
症
の
典
型
的
な
症
状
で
す
が
、
加
齢

に
よ
る
体
の
変
化
と
似
て
い
る
た
め
、
見
過
ご

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
心
臓
は
全
身
に
血
液
を
送
る
ポ
ン
プ
の
よ
う

な
も
の
で
、
４
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
て
お
り
、

部
屋
と
部
屋
の
間
に
は
弁
が
あ
り
、
血
液
が
ス

ム
ー
ズ
に
一
方
向
に
流
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
心
臓
弁
膜
症
は
、
弁
の
開
き
が
悪
く
な
り
、

血
液
の
流
れ
が
障
害
さ
れ
た
「
狭
窄
症
」
と
、

弁
が
う
ま
く
閉
じ
ず
逆
流
の
あ
る
「
閉
鎖
不
全

症
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
日
本
人
の
65
歳
以
上

の
10
人
に
１
人
が
心
臓
弁
膜
症
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

治
療
方
法

　
軽
症
か
ら
中
等
症
の
心
臓
弁
膜
症
は
、
経
過

観
察
や
内
服
薬
に
よ
る
治
療
で
、
重
症
に
な
る

と
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
術
は
、「
狭
窄

症
」で
は「
人
工
弁
置
換
術
」が
、「
閉
鎖
不
全
症
」

で
は
「
弁
形
成
術
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
最
近
の
研
究
で
、
重
症
弁
膜
症
で
は
、
早
期

に
手
術
し
た
方
が
生
存
率
が
高
く
、
心
不
全
も

少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
年
の
せ
い

と
決
め
つ
け
な
い
で
、
心
配
な
場
合
は
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

人
生
会
議
と
は

　
人
生
会
議
と
は
、
あ
な
た
の
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
や
望
み
、
ど
の
よ
う
な
医
療
や
ケ
ア
を

望
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
自
分
で
考
え
る
こ
と
、

そ
し
て
、
あ
な
た
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
一
緒

に
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
は
、

あ
な
た
が
受
け
た
く
な
い
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
人
生
の
最
期
に
お
い
て
は
約
70
％
の
人
が
、

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
前
も
っ
て
話
し
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
大
切
に
し
た
い
こ
と
」
や
「
望
み
」
と
言
わ

れ
て
も
、思
い
つ
か
な
い…

と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
あ
な

た
が
毎
日
、
も
し
く
は
頻
繁
に
し
て
い
る
こ
と

で
、
で
き
な
く
な
っ
た
ら
嫌
な
こ
と
は
何
か
？

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
食
べ
る
こ
と
や
お
風

呂
に
入
る
と
い
っ
た
日
常
的
な
場
面
も
、
あ
な

た
の
大
切
な
望
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
自
分
の
考
え
を
伝
え

ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
話
し
合
い

に
参
加
し
て
く
れ
る
人
は
誰
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
一
度
話
し
た
ら
お
し
ま
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
信
頼
で
き
る
人
と
、
繰

り
返
し
話
す
機
会
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
生
会
議
と
い
う
方
法
が
合
わ
な
い
と
い
う

方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
決

め
な
い
で
お
く
、
信
頼
で
き
る
人
に
任
せ
る
、
と

い
う
選
択
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
あ
な
た
に
合
っ
た
方
法
で
、

あ
な
た
の
人
生
の
最
期
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
べ
る
た
め
に

〜
や
っ
て
み
よ
う
お
口
の
体
操
〜

手の力手の力

頭の力頭の力

開いている時
狭　窄

閉鎖不全（逆流）

弁の開きが悪く血流の流れが
妨げられている状態

弁の閉じ方が不完全なために
血流が逆流している状態

閉じている時

開いている時 閉じている時

ど
う   

き

き
ょ
う
さ
く

そ
し
ゃ
く

え
ん 

げ

願いをこめて、華やかに願いをこめて、華やかに

おすす
め！病院

食

3月の行事食

材料 （4人分）
●白あん………………100g
●砂糖(上白糖)………大さじ3杯
●水A…………………1/2カップ
●水B…………………1/2カップ
●粉寒天………………10g
●食紅…………………ごく少量
●桜の葉(塩漬け)……4枚

「桜ようかん」（右奥）

作り方

①白あん、砂糖、水Aを火にかけて水分がなくなるまで
練る。

②①に、水Bを入れ混ぜあわせ、水で溶いた食紅を入れ
る。（ごく少量で色がでるため、入れすぎないように
色合いを見ながら少量ずつ入れる）

③冷めたら寒天を振るい入れ、かきまぜて一度こす。
④③を火にかけ、軽くふつふつしたら火を止めてバット
に移す。（早く固まるので注意）

⑤固まったらひし形に切り、桜の葉の上に盛り付ける。

材料 （4人分）

●蛤……………………4個
●白ねぎ………………20g
●かつお節……………小袋4袋
●昆布…………………1切
●水……………………3カップ
●塩……………………小さじ1/3杯

「潮汁」（右手前）
うしおじる

はまぐり

作り方

①白ねぎは根元を切り落とし5㎝幅に切り、繊維に沿っ
て縦に切り込みを入れ、芯を取り除く。白い部分を重
ね、繊維に沿って端から千切りし白髪ねぎを作る。白
髪ねぎは水に浸し水分をきっておく。

②昆布は乾いた布巾で表面を軽く拭き、水とともに鍋に
入れ弱火にかける。煮立つ前に昆布を取り出す。かつ
お節を加えて煮て、再び沸騰し始めたら火を消し、か
つお節が下に沈んだらこして出汁をとる。

③蛤を10分蒸す。
④②の出汁に塩と③の蒸し汁を加えて吸い地を作る。
⑤汁椀に蛤と白髪ねぎを盛り、吸い地を入れる。

蛤は同一個体の貝殻同士でなければぴったりかみ
合いません。結婚式で蛤の吸い物が出されること

も多く、「よい伴侶にめぐり合えるように」との願掛けから、ひな祭りに蛤を
潮汁などの料理にして食べる風習があるそうです。

栄養成分
（１人分）

エネルギー 91kcal
たんぱく質1.5g　塩分0ｇ

栄養成分
（１人分）

エネルギー14kcal
たんぱく質2.5g　塩分1.0ｇ

栄養管理科  管理栄養士栄養管理科  管理栄養士 杉本  奈美杉本  奈美

蛤の潮汁のいわれ
はまぐり うしおじる

ひなまつりメニューひなまつりメニュー
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入退院支援・地域医療連携センター
たち はら りょう

立原　  怜
　
患
者
さ
ん
が
不
安
な
く
入
院
、
退
院
さ
れ
る
よ
う
に
地
域
の
医
療
機

関
や
家
族
と
連
絡
を
密
に
取
り
調
整
す
る
入
退
院
支
援
・
地
域
医
療
連

携
セ
ン
タ
ー
。
立
原
さ
ん
は
、
数
少
な
い
老
人
看
護
専
門
看
護
師
（
日

本
看
護
協
会
認
定
）
と
し
て
、
卓
越
し
た
知
識
と
熟
練
し
た
技
術
で
、

一
人
ひ
と
り
が
異
な
る
状
況
に
あ
る
患
者
さ
ん
の
望
み
に
沿
っ
た
対
応

を
心
が
け
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
島
根
大
学
医
学
部
看
護
学
科
を
卒
業
し
て
当
院
に
勤
務
し
、
高
齢
の

患
者
さ
ん
が
複
雑
な
健
康
問
題
な
ど
を
抱
え
な
が
ら
も
工
夫
し
て
生
活

し
て
い
る
様
子
を
知
り
、
治
療
や
療
養
先
の
選
択
な
ど
、
も
っ
と
高
齢

者
本
人
の
意
向
や
思
い
が
尊
重
で
き
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
専
門
看

護
師
の
認
定
を
目
指
し
ま
し
た
。
認
定
条
件
の
１
つ
と
し
て
大
学
院
修

士
課
程
を
修
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
母
校
の
老
人
看
護
Ｃ
Ｎ
Ｓ

（
専
門
看
護
師
）
コ
ー
ス
で
学
び
、２
０
１
６
年
に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
退
院
調
整
看
護
師
と
し
て
勤
務
。
地
域
の
医
療

機
関
な
ど
と
も
連
携
し
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
退
院
後
に
希
望
さ
れ
る

生
活
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
調
整
・
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
相
談
、
せ
ん
妄
ハ
イ
リ
ス
ク
患

者
へ
の
予
防
ケ
ア
の
管
理
、
看
護
師
へ
の
倫
理
に
関
す
る
教
育
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

専門看護師として
高齢患者さんの気持ちに寄り添う

接遇と医療事務の知識を併せ持つ
スペシャリスト

医療関連事務受託「株式会社ソラスト」
ごう ばら よう こ

郷原　陽子

★当院のスタッフの人柄と業務内容を
紹介するコ

ーナーで
す。

患者さんのQOL向上を支援する立原怜さん

通院患者さんの安心に心を配る郷原陽子さん

　
当
院
が
、
受
付
、
会
計
、
診
療
報
酬
請
求
な
ど
医
療
関
連
事
業
を
委
託

し
て
い
る
ソ
ラ
ス
ト
。
同
社
で
指
導
的
立
場
に
あ
る
郷
原
さ
ん
は
、
接
遇

マ
ナ
ー
と
医
療
事
務
の
知
識
を
併
せ
持
つ
難
関
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
１
級
の
資
格
を
取
得
し
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
「
辛
い
」「
不
安
」

と
い
う
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
病
院
で
の
時
間
を
安
心
し
て
過
ご
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
販
売
業
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚

を
機
に
、
医
療
知
識
は
生
活
に
役
立
ち
、
引
っ
越
し
て
も
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
医
療
事
務
の
資
格
を
取
得
。
２
０
０
３
年
に
浜

田
市
に
あ
る
病
院
で
勤
務
し
た
後
、
夫
の
転
勤
に
伴
っ
て
出
身
地
の
出
雲

に
戻
り
、
当
院
で
16
年
間
働
い
て
い
ま
す
。

　
総
合
受
付
や
外
来
受
付
で
、
受
診
受
付
、
診
療
費
の
会
計
、
電
話
予
約

な
ど
主
に
通
院
患
者
さ
ん
に
携
わ
る
業
務
を
行
い
、
病
院
と
患
者
さ
ん
を

ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
保
険
者
へ
診

療
費
の
請
求
を
す
る
レ
セ
プ
ト
業
務
に
も
携
わ
っ
て
い
る
ほ
か
、
社
員
研

修
で
は
接
遇
担
当
と
し
て
接
遇
力
向
上
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
講
師
を
し
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
で
は
、
清
潔
感
、
安
心
・
安
全
を
し
っ
か
り
と
体
現
し
、

院
内
で
は
ホ
ー
ル
周
辺
や
外
来
周
り
の
環
境
を
清
潔
で
安
全
に
整
え
る
こ

と
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
11
月
７
日
（
土
）

に
地
域
医
療
支
援
研
修
を
開
催

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
　
こ

れ
ま
で
の
対
応
と
備
え
」で
す
。

当
院
が
こ
れ
ま
で
取
っ
て
き
た

感
染
症
対
策
や
職
員
の
シ
フ
ト

対
応
な
ど
を
担
当
者
が
発
表
し

ま
し
た
。
医
師
や
看
護
師
、
救

急
救
命
士
、
介
護
支
援
専
門
員

な
ど
1
2
6
名
の
参
加
者
が
あ

り
、「
実
際
の
対
応
状
況
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
行
政
・
病
院
で
の
対
応
や
治

療
、
感
染
防
止
対
策
等
に
つ
い

て
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
医

療
現
場
や
施
設
、
地
域
で
の
備

え
が
で
き
る
よ
う
に
連
携
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

再
認
識
で
き
ま
し
た
。

地
域
連
携
だ
よ
り

地
域
の
医
療
・
介
護
関
係
者
を

　
　
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

第89号

　
当
院
で
活
動
さ
れ
て
い
る
病

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
の
皆
さ
ん
が
、
多
年
に

渡
り
地
域
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
努
め
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

が
評
価
さ
れ
、
令
和
２
年
度
島

根
県
各
種
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
11
月
24
日
（
火
）

に
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
で
、

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
米
原
ゆ
き

み
代
表
が
丸
山
達
也
県
知
事
よ

り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
の
活
動
は
、
平
成
11

年
の
新
病
院
へ
の
移
転
と
同
時

に
開
始
さ
れ
、
一
昨
年
、
活
動

開
始
か
ら
20
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。会
員
は
現
在
23
名
で
、

結
成
当
時
か
ら
活
動
を
続
け
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
長
く
続
け
る
こ
と
は
大

変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

い
つ
も
患
者
さ
ん
目
線
で
優
し

く
温
か
な
対
応
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
患
者
さ
ん
と
病
院

職
員
の
架
け
橋
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
の
提
供

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度 

島
根
県
各
種
功
労
者
表
彰
を
受
賞

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

お
ね
が
い

か
か
り
つ
け
医
か
ら
の

   

診
療
の
予
約
に
つ
い
て

　当
院
で
は
地
域
医
療
連
携
を

推
進
す
る
た
め
紹
介
患
者
さ
ん

の
外
来
診
療
予
約
を
ま
め
ネ
ッ

ト
ま
た
は
F
A
X
に
て
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
入
退
院

支
援
・
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
5
3
ー
30
ー
6
5
0
0
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中央病院の感染症対策を話す担当者

患者さんのサポートする「ハーモニー」
のボランティアの皆さん

新任医師
紹介

新任医師
紹介

総合診療科
はら だ あい こ

原田  愛子総合診療科
はら だ あい こ

原田  愛子

少しでも島根の医
療に貢献できるよ
う頑張ります。何
とぞよろしくお願い
申し上げます。

小児科
さ とう み ち か

佐藤  美愛小児科
さ とう み ち か

佐藤  美愛

昨年10月に赴任い
たしました。子ども
達の笑顔がみられ
るように精一杯診
療いたします。

麻酔科
つじ き いち ろう

辻  貴一朗麻酔科
つじ き いち ろう

辻  貴一朗

１年半ぶりに戻って
くることとなりまし
た。安全な麻酔管
理をさせていただ
きます。よろしくお
願いします。

まめネットのタブレ
ッ

トでリハビリ療法中
の

様子を撮影していま
す
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島根県立中央病院

島根県立中央病院公式Facebook島根県立中央病院公式Facebook
院内情報を随時更新しています

〒693-8555  島根県出雲市姫原4丁目1番地1
TEL: 0853-22-5111
Mail: spch@spch.izumo.shimane.jp
URL: https://www.spch.izumo.shimane.jp/

https://www.facebook.com/ShimanePrefecturalCentralHospital/

一般外来診療のごあんない（予約のない方）

診療受付時間診療受付時間
各診療科の外来日はホームページを
ご確認いただくか、お問合せください。

月曜～金曜 8時30分～11時00分

※当日に診療していない診療科、あるいは特殊外来に受診を
　希望される場合には、総合受付にお問い合わせください。

かかりつけ医からの紹介状をお持ちください
継続して受診している診療科以外の診療科を受診するとき、
他の医療機関からの紹介状を持たずに当院を受診された場
合、初診料のほかに5,500円（税込）〈歯科口腔外科の場合は、
3,300円（税込）〉をお支払いいただきます。

島
根
県
立
中
央
病
院 

広
報
誌
「
え
に
し
」　
２
０
２
１
年
３
月
５
日
発
行
　
　
編
集
・
発
行
／
島
根
県
立
中
央
病
院
　
　
発
行
人
／
病
院
長
　
小
阪  

真
二

医師の

イチオシ。

イチオシの
趣味

普段なかなか知ることのできない、当院のドクター
のプライベートな一面を紹介するコーナーです。お
すすめの本や映画、趣味や特技、一日の様子など、
業務の時とはちょっと違う一面を知れば、病院が
もっと身近に感じられるかも！？

　
生
粋
の
島
根
県
民
で
あ
り
島
根
を
愛
す

る
私
の
イ
チ
オ
シ
は
釣
り
で
す
。
釣
り
と

の
出
会
い
は
幼
少
期
を
過
ご
し
た
浜
田
市

に
遡
り
ま
す
。
祖
父
が
釣
り
好
き
で
、
よ

く
釣
り
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
祖
父
と
竿
を
並
べ
た
長
閑
な
松
原
湾

の
情
景
が
今
で
も
し
っ
か
り
と
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
い
ま
す
。
祖
父
の
部
屋
に
飾
っ

て
あ
る
大
鯛
の
魚
拓
を
み
て
、
い
つ
か
こ

ん
な
大
物
を
釣
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
浜
田
を
離
れ
、
学
生
時
代
は
あ
ま
り
釣

り
に
行
く
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
幸
い
な
こ
と
に
数
年
前
に
釣
り
好
き

な
大
学
時
代

の
後
輩
に
誘

わ
れ
、
ま
た

釣
り
を
始
め

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
現
在
は
主

に
仕
事
が
終

わ
っ
て
か
ら

の
夜
釣
り
が
メ
イ
ン
で
、
時
折
、
船
・
ボ
ー

ト
釣
り
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
夜
釣
り
は

な
か
な
か
釣
れ
な
い
で
す
が
、
出
雲
の
満

天
の
星
の
下
、
友
人
と
非
常
に
く
だ
ら
な

い
話
を
し
な
が
ら
過
ご
す
時
間
は
格
別

で
、
笑
顔
が
絶
え
ず
仕
事
の
疲
れ
も
吹
き

飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
船
釣
り
で
キ
ジ
ハ
タ
や
青
物
、
鯛
が
釣

れ
た
時
の
興
奮
は
凄
ま
じ
く
、
晩
の
ビ
ー

ル
・
日
本
酒
が
進
む
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
い
つ
も
食
べ
て
ば
か

り
で
、
さ
ば
い
て
く
れ
る
後
輩
諸
君
に
は

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
釣
り
に
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。釣
り
好
き
の
患
者
さ
ん
は
、色
々

ご
教
示
く
だ
さ
い
！

それいけそれいけ

ケンチューケンチュー画・わほぷけ

腎臓科医長腎臓科医長 佐藤　陽隆佐藤　陽隆

 「知って得する健康ミニ知識」と、広報ケー
ブルテレビ番組「えにし～扉の向こうに～」の内容
を当院ホームページで動画配信しています。今後も
どんどんテーマを追加していく予定ですので、ぜひ
ご覧ください。

動画配信しています！

動画はこちらから

知って得する

テーマ：「息切れ、動悸、それって『年のせい？』 」
開催日：2020年10月15日（木）
講　師：医療局次長　山内 正信（医師）
テーマ：「いつまでも美味しく食べるために～やってみようお口の体操～」
開催日：2020年11月25日（水）
講　師：リハビリテーション技術科　永瀬 祐太（言語聴覚士）

ミニ知識

テーマ：「もしもの時にあなたが望む医療やケアは？（仮）」
開催日：2020年12月21日（月）
講　師：老人看護専門看護師　立原 　怜（看護師）

今後の予定

開催
場所

月1回  平日15:00 ～ 15:30
1階  ふれあいホール（正面玄関ホール）

※

ミ
ニ
知
識
へ
の
ご
参
加
６
回
で
記
念
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
！

※

詳
細
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

F
a
c
e
b
o
o
k
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

健康健康

島根県立中央病院  動画ギャラリー 検索

令和3年4月1日(木)より
「整形外科外来」は、これまで初診の患者さんには紹介状
の持参をお願いしておりましたが、紹介状のほか予約が必
要となります。予約なしで紹介状を持参されても、当日受
付ができませんのでご了承ください。患者さんの待ち時間
短縮と手術時間の安定的確保のため、ご理解
とご協力をいただきますようお願いいたします。

「整形外科外来」は、紹介状持参患者さんのみとしてい
ますが、患者さんの待ち時間の短縮と手術時間の安定
的確保のため、紹介状のほか、予約も必要となります。
ご理解をいただきますようお願い申し上げます。

知って得する

テーマ：「貧血､腰痛､蛋白尿…骨髄腫かも!?」
開催日：2021年４月23日（金）
講　師：血液腫瘍科　三宅 隆明（医師）
テーマ：「磁石の力で病気を発見 ～ MRI検査のおはなし～」
開催日：2021年５月21日（金）
講　師：放射線技術科　山本 哲也（放射線技師）

ミニ知識

テーマ：「最期まで自分らしく  ～人生会議～」
開催日：2021年６月24日（木）
講　師：入退院支援・地域医療連携センター　立原  怜（看護師）

今後の予定

開催
場所

月1回  平日15:00 ～ 15:30
1階  ふれあいホール（正面玄関ホール）

令
和
３
年
４
月
よ
り
、ポ
イ
ン
ト

制
度
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
！

お
楽
し
み
に
！

健康健康 整形外科の外来診療は完全予約制になります

来てね

紹介元のかかりつけ医で予約を取って
もらってください。

春それは春それは

卒業の季節卒業の季節

自由をつかむ！自由をつかむ！

え
っ
!?
ケ
ン
チ
ュ
ー
く
ん

学
校
行
っ
て
た
っ
け
？

え
っ
!?
ケ
ン
チ
ュ
ー
く
ん

学
校
行
っ
て
た
っ
け
？

そ
れ
は

続
け
て
て
も

い
い
か
な…

そ
れ
は

続
け
て
て
も

い
い
か
な…

ダ
イ
エ
ッ
ト

か
ら
の
卒
業
！

ダ
イ
エ
ッ
ト

か
ら
の
卒
業
！

そ
も
そ
も

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
た
？

そ
も
そ
も

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
た
？

もうそんな時期か～学生時代を
思い出すなぁ

もうそんな時期か～学生時代を
思い出すなぁ

先生、
ボクも卒業
するんです

先生、
ボクも卒業
するんです

満天の星の下、仲間との格別な時間
幼少期に祖父に教えてもらった“釣り”

き
っ
す
い

の
ど
か


